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９月1日現在の人口●男1,714人●女1,774人●計 3,488人（前月比－3）●転入8●転出10●出生2●死亡3●世帯数1,066（前月比2）

平成16年９月17日

月号

任期満了に伴う北塩原村長選挙は、８月24

日に告示され、現職の高橋伝氏（65）が前回

（平成12年）に引き続き、無投票で４選を果

たしました。

当選証書付与式は８月30日、村コミュニテ

ィセンターホールにおいて行われ、北塩原村

選挙管理委員会の大竹實委員長より当選証書

が高橋氏に手渡されました。９月６日には職

員が迎える中、高橋村長が初登庁し、４期目

のスタートを切りました。任期は９月６日よ

り４年間です。

８
月
29
日
の
北
塩
原
村
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
村
民
の
皆
様
を
は
じ
め
各

界
各
層
の
皆
様
よ
り
力
強
い
ご
支
援
と
ご
厚
情
を
賜
り
無
競
争
当
選
の
栄
誉

に
浴
し
引
き
続
き
四
期
目
の
村
政
を
担
当
で
き
ま
す
こ
と
は
、
こ
の
う
え
な

い
喜
び
で
あ
り
ま
す
。

少
子
高
齢
化
、
高
度
情
報
化
、
地
方
分
権
な
ど
、
社
会
情
勢
は
大
き
く
変

化
し
て
お
り
、
国
か
ら
の
交
付
金
の
削
減
等
に
よ
り
市
町
村
を
取
り
巻
く
財

政
事
情
も
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
が
、
市
町
村
合
併
の
波
が
渦
巻
く
中
、
村

の
将
来
を
見
据
え
自
立
の
道
を
選
択
、
昨
年
十
二
月
に
「
自
立
宣
言
」
を
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

四
期
目
の
村
政
を
担
当
す
る
に
あ
た
り
、
こ
の
厳
し
い
社
会
情
勢
を
踏
ま

え
、
自
然
と
の
共
生
・
共
存
を
基
本
理
念
に
、
自
立
し
た
村
づ
く
り
に
向
け

て
、
あ
ら
た
め
て
初
心
に
帰
り
、、
決
意
と
情
熱
を
新
た
に
、
発
想
と
行
動
力

を
政
治
信
条
と
し
「
安
全
で
活
力
あ
る
村
づ
く
り
」
に
全
力
を
尽
く
し
て
参

り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

（
次
ペ
ー
ジ
に
村
政
方
針
を
掲
載
）

▲高橋村長初登庁（９月６日）

北塩原村長

高 橋　　伝



広報きたしおばら ②

実
現
に
向
け
て

村
民
の
皆
様
が
、

「
よ
り
健
康
に
な
る
た

め
に
」「
病
気
を
早
く

見
つ
け
る
た
め
に
」

「
病
気
や
障
害
が
あ

っ
て
も
大
丈
夫
で
あ

る
た
め
に
」
を
基
本

に
健
康
で
長
生
き
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う

保
健
セ
ン
タ
ー
を
拠

点
と
し
て
保
健
師
・

看
護
師
・
栄
養
士
が

皆
様
の
健
康
相
談
・

食
生
活
の
改
善
も
含
め
た
健
康
料
理
教
室
を
開
催
す
る
な

ど
大
変
好
評
を
得
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
保
健
セ
ン
タ
ー
は
、
団
体
で
も
個
人
で
も
健
康

料
理
教
室
や
健
康
相
談
に
参
加
で
き
、
村
民
皆
様
に
、
明

る
く
心
身
と
も
に
豊
か
な
人
生
を
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
更
に
保
健
活
動
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、
介
護
が
必
要
な
方
々
に

入
浴
サ
ー
ビ
ス
や
給
食
サ
ー
ビ
ス
等
き
め
こ
ま
か
い
暖
か

い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
在
宅
介
護
に
対
し
て
は
介
護
手

当
て
等
の
財
政
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

定
住
人
口
、
特
に
若
者
の
定
住
を
確
保
す
る
に
は
、
働
く
場

の
確
保
が
重
要
で
あ
り
、
雇
用
創
出
と
同
時
に
、
税
の
増
収
等

そ
の
波
及
効
果
が
見
込
ま
れ
る
た
め
積
極
的
に
企
業
誘
致
と
地

場
産
業
の
育
成
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

都
市
と
の
保
養
地
協
定
の
取

り
交
わ
し
を
し
、
ま
た
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
な
ど
に
よ

り
、
裏
磐
梯
の
自
然
を
生
か
し

た
観
光
誘
客
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

観
光
と
結
び
付
け
た
農
産
物

の
販
路
の
拡
大
等
、
村
民
所
得

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

▲好評を得ている健康料理教室（保健センター）

▲地元産野菜を買い求める観光客で
賑わう道の駅・農産物直売所

●
機
構
改
革
に
よ
る
効
率
化

縦
割
り
の
行
政
組
織
を
廃
止
、
平
成
十
六
年
四
月
よ

り
、
新
た
に
グ
ル
ー
プ
制
を
導
入
し
、
業
務
効
率
化
と

職
員
の
意
識
改
革
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

更
に
事
務
事
業
等
の
見
直
等
に
よ
り
、
無
駄
を
な
く

し
経
費
の
節
減
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
民
間
委
託
の
推
進

公
共
施
設
や
各
種
事
業
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
運
転
業

務
・
軽
微
な
道
路
維
補
修
等
、
そ
の
他
委
託
可
能
な
業

務
を
民
間
に
委
託
し
、
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
や
効

率
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

●
法
定
外
税
の
導
入

法
定
外
税
を
導
入
し
、
安
定
し
た
財
政
運
営
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

●
滞
納
各
税
の
徴
収
体
制
の
強
化

新
税
の
導
入
と
同
時
に
、
徴
収
専
門
職
員
や
関
係
各

課
連
携
に
よ
る
徴
収
機
能
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

●
歳
出
の
抑
制

特
別
職
の
給
与
や
、
全
般
的
な
見
直
し
を
行
な
い
、

将
来
に
向
け
て
の
計
画
的
な
体
制
づ
く
り
を
構
築
し
て

ま
い
り
ま
す
。

子
育
て
環
境
や
教
育
環
境
の
整
備
・
情
報
教
育
の
推
進
・
交

流
に
よ
る
心
豊
か
な
人
材
を
育
成
し
ま
す
。
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【
男
性
】
前
頭

遠
　
藤
　
千
代
喜
・
87
（
金
　
山
）

鈴
　
木
　
民
　
衛
・
87
（
下
　
吉
）

牛
　
木
　
　
　
茂
・
87
（
剣
ケ
峯
）

大
　
竹
　
　
　
繁
・
87
（
早
稲
沢
）

阿
　
部
　
　
　
元
・
86
（
曽
　
原
）

武
　
藤
　
盛
　
夫
・
86
（
北
　
山
）

鈴
　
木
　
　
　
正
・
86
（
蛇
　
平
）

渡
　
部
　
元
　
太
・
86
（
大
　
塩
）

小
　
椋
金
右
ェ
門
・
86
（
早
稲
沢
）

五
十
嵐
　
熊
　
治
・
86
（
大
　
塩
）

松
　
崎
　
　
　
博
・
86
（
長
　
峯
）

鈴
　
木
藤
右
ェ
門
・
86
（
大
　
塩
）

佐
　
藤
　
善
　
榮
・
86
（
北
　
山
）

前
　
後
　
　
　
愽
・
86
（

樟
　
）

大
　
堀
　
林
太
郎
・
86
（
狐
鷹
森
）

鈴
　
木
　
小
三
郎
・
86
（
大
　
塩
）

橋
　
美
　
義
・
86
（
北
　
山
）

江
　
川
　
正
　
生
・
85
（
上
川
前
）

高
　
橋
彦
右
ェ
門
・
85
（
大
　
塩
）

齋
　
藤
　
作
　
江
・
85
（
上
川
前
）

岩
　
渕
　
忠
　
夫
・
85
（
北
　
山
）

赤
　
枝
　
　
　
覺
・
85
（
松
陽
台
）

【
女
性
】
前
頭

鈴
　
木
　
シ
ツ
イ
・
93
（
大
久
保
）

橋
　
キ
チ
ヨ
・
93
（
大
　
塩
）

齋
　
藤
　
チ
　
ン
・
93
（
大
　
塩
）

鈴
　
木
　
ト
メ
子
・
93
（
大
　
塩
）

奥
　
川
　
智
恵
子
・
92
（
北
　
山
）

穴
　
澤
　
フ
ミ
ヨ
・
92
（
大
　
塩
）

大
　
森
　
ツ
ル
オ
・
92
（
曽
　
原
）

武
　
藤
　
ウ
メ
ノ
・
92
（
北
　
山
）

鈴
　
木
　
キ
ヨ
ミ
・
92
（
大
久
保
）

小
　
椋
　
ク
メ
ノ
・
92
（
長
　
峯
）

穴
　
澤
　
ワ
　
ヨ
・
92
（
桧
　
原
）

千
　
葉
　
マ
ツ
ミ
・
92
（
谷
　
地
）

佐
　
藤
　
ア
キ
ノ
・
91
（
桧
　
原
）

高
　
橋
　
キ
ヨ
エ
・
91
（
大
　
塩
）

小
　
椋
　
ハ
ル
ノ
・
91
（
蛇
　
平
）

佐
　
藤
　
ア
サ
ヨ
・
91
（
曽
　
原
）

小
　
椋
　
モ
リ
ノ
・
91
（
金
　
山
）

栗
　
田
　
シ
ヅ
ヲ
・
91
（
谷
　
地
）

小
　
椋
　
ト
　
ヨ
・
90
（
早
稲
沢
）

渡
　
部
　
ミ
　
エ
・
90
（
松
陽
台
）

関
　
根
　
ヤ
　
エ
・
90
（
長
　
峯
）

遠
　
藤
　
ト
ラ
ノ
・
90
（
狐
鷹
森
）

佐
　
藤
　
ハ
ル
ヨ
・
90
（
谷
　
地
）

大
　
関
　
ハ
ツ
イ
・
90
（
大
　
塩
）

中
　
川
　
サ
　
キ
・
90
（
下
　
吉
）

柏
　
谷
　
キ
ミ
ノ
・
89
（
早
稲
沢
）

石
　
川
　
忠
　
代
・
89
（
剣
ケ
峯
）

佐
　
藤
　
ハ
ル
ノ
・
89
（
桧
　
原
）

會
　
田
　
ハ
　
ル
・
89
（
曽
　
原
）

赤
　
城
　
ト
　
メ
・
89
（

樟
　
）

小
　
椋
　
ス
イ
ノ
・
89
（
蛇
　
平
）

遠
　
藤
　
ト
リ
ノ
・
89
（
蛇
　
平
）

渡
　
部
　
ミ
チ
子
・
89
（
下
川
前
）

中
　
川
　
キ
ヨ
ノ
・
89
（
下
　
吉
）

木
　
村
　
ス
　
マ
・
89
（
蛇
　
平
）

武
　
藤
　
藤
　
江
・
88
（
北
　
山
）

樟
　
山
　
ハ
　
ル
・
88
（
北
　
山
）

小
　
椋
　
瀧
　
野
・
88
（
蛇
　
平
）

内
　
海
　
ハ
ル
ノ
・
88
（
北
　
山
）

石
　
井
　
マ
ツ
ノ
・
88
（
北
　
山
）

小
　
椋
　
フ
ミ
子
・
88
（
蛇
　
平
）

鵜
　
川
　
ハ
ナ
ヨ
・
87
（
大
　
塩
）

佐
　
藤
　
ト
ミ
子
・
87
（
剣
ケ
峯
）

渡
　
部
　
ミ
ツ
イ
・
87
（
大
　
塩
）

五
十
嵐
　
ハ
ル
ノ
・
87
（
大
　
塩
）

佐
　
藤
　
カ
　
ネ
・
87
（
下
　
吉
）

佐
　
藤
　
宣
　
子
・
87
（
谷
　
地
）

佐
　
藤
　
フ
チ
エ
・
87
（
北
　
山
）

中
　
川
　
ツ
　
イ
・
86
（
北
　
山
）

伊
　
藤
　
ハ
ツ
ヨ
・
86
（
早
稲
沢
）

五
十
嵐
　
貞
　
子
・
86
（
大
　
塩
）

治
　
田
　
ア
　
キ
・
86
（
狐
鷹
森
）

内
　
海
　
ア
サ
子
・
86
（
関
　
屋
）

遠
　
藤
　
ヒ
ロ
ノ
・
86
（
北
　
山
）

相
　
原
　
ヨ
　
シ
・
86
（
桧
　
原
）

穴
　
澤
　
キ
ミ
コ
・
86
（
大
　
塩
）

内
　
海
　
ト
　
エ
・
86
（
北
　
山
）

樟
　
山
　
タ
　
ミ
・
86
（
北
　
山
）

阿
　
部
　
麻
　
子
・
86
（
大
　
塩
）

佐
々
木
　
タ
キ
ノ
・
86
（
桧
　
原
）

外
　
島
　
ト
キ
ヱ
・
86
（
桧
　
原
）

太
　
田
　
マ
　
サ
・
86
（
桧
　
原
）

橋
　
愛
　
子
・
86
（
北
　
山
）

佐
　
藤
　
カ
ツ
子
・
85
（
曽
　
原
）

五
十
嵐
　
チ
　
ヨ
・
85
（
大
久
保
）

千
　
葉
　
フ
チ
イ
・
85
（
谷
　
地
）

五
十
嵐
　
ト
ク
コ
・
85
（
大
久
保
）

平
　
尾
　
ミ
ツ
フ
・
85
（
剣
ケ
峯
）

長
　
嶺
　
ク
ラ
ミ
・
85
（
早
稲
沢
）

遠
　
藤
　
キ
　
ミ
・
85
（
北
　
山
）

鈴
　
木
　
ミ
サ
ヲ
・
85
（
大
　
塩
）

齋
　
藤
　
チ
ド
リ
・
85
（
上
川
前
）

江
　
川
　
キ
ヨ
子
・
85
（
上
川
前
）

（
敬
称
略
）

女　　性
氏　　名 年 齢 集落名

男　　性
氏　　名 年 齢 集落名

番　付

（平成16年９月６日現在、９月15日時点での満年齢です）
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８
月
15
日
（
日
）、
村
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
成
人
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
の
方
々
が
見
守
る
中
、

43
人
の
新
成
人
が
出
席
し
、
高

橋
伝
村
長
よ
り
各
地
区
代
表
者

に
成
人
証
書
と
記
念
品
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。
村
長
を
は
じ
め

来
賓
の
方
よ
り
激
励
と
は
な
む

け
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
各
中
学
校
３
年
時
の

恩
師
か
ら
は

己
に
克
つ

家
族
や
友
人
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
に

の
お
祝
い

の
言
葉
と
手
紙
も
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

成
人
者
を
代
表
し
て
林
賢
乗

さ
ん
（
北
山
）
が
故
郷
を
忘
れ

る
こ
と
な
く
、
成
人
と
し
て
の

自
覚
と
責
任
を
持
っ
て
精
進
す

る
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
は
、
成
人
に
な

っ
て
の
抱
負
や
近
況
報
告
等
を

発
表
し
た
り
、
ゲ
ー
ム
を
し
た

り
す
る
な
ど
、
懐
か
し
い
思
い

出
話
に
喜
び
と
感
動
の
ひ
と
時

を
過
し
て
い
ま
し
た
。

第
12
回
火
の
山
杯
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
･
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
は
８
月
21

日
（
土
）、
裏
磐
梯
小
学
校
、
裏
磐

梯
中
学
校
、
自
然
環
境
活
用
セ
ン
タ

ー
の
体
育
館
･
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
会
場

に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

そ
れ
ぞ
れ
12
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

村
内
か
ら
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
３
チ

ー
ム
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
３
チ
ー
ム
が

出
場
し
ま
し

た
。
家
族
ら

の
大
声
援
の

中
、
日
頃
の

練
習
の
成
果

を
十
分
に
発

揮
し
、
額
に

汗
し
て
い
ま

し
た
。

村内チーム健闘！バレーボール競技で 優　勝　北山A
第３位　大　塩

結果
◇バレーボール
優　勝 北山スポーツ少年団Ａ
準優勝 にしあいづＪＶスポーツ少年団Ａ
第３位 大塩スポーツ少年団

◇ソフトボール
優　勝 河東町ソフトボールスポーツ少年団
準優勝 勝常スポーツ少年団
第３位 けやきソフトボールスポーツ少年団

▲バレーボール優勝の北山スポ少

近年の広域化する犯罪に対し、自分たちの手で
「安心・安全な地域づくり」を実現しようと、北塩
原村防犯協会大塩支部設立総会が８月８日、活性
化センターにおいて大塩地区住民参加のもとに開
催され、満場一致で設立することが承認されまし
た。
支部長には渡部門さんが選任されたほか、39人

の役員体制で運営をしていくことになり、平成16
年度事業としては、地域一丸となり「犯罪や事故
のない明るい社会づくり」を目的とし、地区内の
防犯パトロールや防犯座談会等の事業を展開して
いくことになりました。

▲あいさつする渡部門支部長



⑤ 広報きたしおばら

今年度から、乳ガンを早期に発見する方法として「マンモグラフィ（レントゲン撮影）と視触診」
を行うこととなりました。
乳ガンの患者数は、30～40歳代から増え始め、50歳代でピークになっています。自覚症状が出る
前の定期的な検診が重要ですので、下記によりぜひ受診してください。

＊乳ガン検診の対象者には、保健衛生協力員さんを通じて通知が送付されます。通知がこない方で検診を希

望される方は、下記へお問い合わせください。

１．実施期間

２．実施医療機関

３．対象

４．自己負担金

５．受診方法

６．持参物

７．検診当日

８．検診結果

平成16年９月１日（水）～平成17年２月28日（月）

県立喜多方病院

40歳以上の女性（40歳以下の方でも希望の方は受診可）

1,000円（病院窓口に直接お支払いください）

希望する日時を２週間前までに電話で予約してください

＜予約受付：県立喜多方病院　 ２２－２１８１＞

「乳ガン施設検診申込書」「問診票」「健康保険証」

１）受付時間　①午前８時45分又は②午前10時45分

２）外科外来で検診を受けます

当日病院でお渡しします

■問い合わせ先
村保健センター（住民ふれあい課健康づくり班） ２８─３７３３

検診の内容、場所が変わりました

【エコツーリズムの全体像】（環境省パンフレットから作成）
身近なエコガイド付宿泊プランを例にしてエコツーリ
ズムの目的や目指す方向性を考えてみます。
地域の振興：自然探勝路をエコガイドの案内により歩

くとき、もう一歩深く自然とふれあうこ
とが可能になり、満足度が向上します。

観光の振興：宿泊や技能の対価として得るエコガイド
の報酬などの経済効果により、地域が潤
い元気な地域となります。

環 境 保 全：元気の源である資源を守ることが、まわ
って地域が元気になることにつながるし
くみができあがります。
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大塩婦人消防隊（遠藤裕
子隊長）による初期消火訓
練が７月10日、活性化セン
ターにおいて開催されまし
た。
訓練は、喜多方消防署職
員や村消防団第二分団の協力のもと、消火器を使用し燃
え盛る炎の消火訓練や、初めて使用する消火栓での放水
訓練など、実践を想定しながらの訓練を約２時間に渡り
行い、初期消火の大切さを再確認しました。

秋秋のの全全国国交交通通安安全全運運動動

【スローガン】 夜の道
マナーも光れ 反射材

【運 動 の 基 本】 高齢者の交通事故防止

【運 動 の 重 点】 ①夕暮れ時と夜間の交通事故防止対策の推進
②シートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
③飲酒運転、速度超過など悪質・危険な運転の追放

９月21日(火)～９月30日(木）

７月26日（月）、裏磐梯にある「ばんだいふれあいぴ
あ」においてチャレンジスクールが行なわれました。
公民館と社会福祉協議議会のサマーショートボランテ
ィアとの共催で開催し、村内の小学４年生から中学２年
生までの15人が参加しました。
まず始めに非常食作りを体験、自分で作ったごはんを
試食しました。続いては楽しみにしていた沢登りでした
が、連日の雨で小野川が増水していたため中止になって
しまいました。その代わりとして、不動滝までのハイキ
ングをしたほか、講師の大原重幸さんに「ロープワー

ク」を教えていただきまし
た。色々なロープの結び方
や木につるしたロープでブ
ランコ遊びなど自然活動を
満喫した一日でした。

▲ロープの結び方の指導
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休日当番医

いとう眼科………… 22 - 5900
あきもと整形外科クリニック… 21 - 1515

猪俣医院…………… 22 - 0264
入澤病院…………… 22 - 0267
医療生協きたかた診療所… 23 - 3611
大竹内科…………… 22 - 0241
君島内科消化器科クリニック… 24 - 5800

第二次救急当番医

小 野 病 院………… 22 - 0414
鳴 瀬 病 院………… 24 - 3333
有 隣 病 院………… 24 - 5021
佐 原 病 院………… 22 - 5321
県立喜多方病院…… 22 - 2181
小 野 病 院………… 22 - 0414
鳴 瀬 病 院………… 24 - 3333

第２次救急当番医は、休日・夜間に入院治療を必
要とする重症患者の救急医療体制です。

将
来
の
安
心
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た
め
に
は
、
国
民

年
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て
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だ
け
で
な
く
、

毎
月
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保
険
料
を
き
ち
ん
と
納
め
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こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
、
納
め
忘
れ
が
な
く
、
納

め
に
行
く
手
間
も
省
け
る
口
座
振
替

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
一
度
手
続
き

を
す
る
と
そ
の
後
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自
動
的
に
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落
と
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れ
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の
で
便
利
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す
。

【
手
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方
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・
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手
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※
口
座
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翌
月
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に
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。
８
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月
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ご
確
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■
問
い
合
わ
せ
先

東
北
電
力

会
津
若
松
支
社

０
１
２
０
・
１
７
５
・
４
６
６

日　時 10月７日（木） 午前９時～午後４時
会　場 会津若松市中央公民会
内　容 金銭貸借、相隣関係、サラ金、交通事故の

損害賠償、離婚、親子関係、相続問題等に
関する紛争

※費用は無料で、受付は当日会場で行います。
■問い合わせ先

福島地方裁判所会津若松支部庶務課
０２４２－２６－５７２５

サラ金クレジット、相隣関係、相続問題など

10月1日から二輪車業界独自のリサイクルシス
テムが開始されます。

オートバイを廃棄処分したい場合には、廃棄二
輪車取扱店（下記ステッカーが掲示）または次の
ところまでお問い合わせください。
■問い合わせ先

二輪車リサイクルコールセンター
０３－３５９８－８０７５

５ページ「昭和31年　北山薬師祭礼が県下準十大祭
礼に選定」本文中
誤「秀姫の病が祈願により治癒」
正「亀千代丸が虚弱であったが、祈願により元気
になった」
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観光政策課　高橋　　淳

新鮮野菜を買い求めるお客さんで終日賑わう「道の駅
裏磐梯・農産物直売施設」。村内農家の皆さんが丹精し
て育てた野菜がたくさん並ぶ中で、この夏に旬を迎えた
トマトを出荷しているのが下吉の小枝雪子さん。雪子さ
んが、夫・俊　さんとともに有機栽培で作るトマトは、
張りがあり肉厚、そして実がしまりトマト本来の甘みが
あるのが特徴です。トマトの箱には雪子さんの名前と、
住所、電話番号が書かれたシールが貼られるため、それ
だけに強い責任を感じるのだそうで「出荷する時には、
包丁を入れて中身を確認するほか、味を確かめ、自信の
あるものだけを出しています」と話します。
直売施設への出荷のきっかけを尋ねたところ、「村と

農協が「観光と農業を結びつけよう」ということで以前やっていた
裏磐梯での朝市にずっと参加していてね。お客さんとのふれあいが
楽しくて」と笑顔で答えてくれました。道の駅に出荷するようにな
った今でも、お客さんから直接問い合わせを受けることがあるそう
で、「消費者との出会い、ふれあいを楽しみに農業に取り組んでいま
す。また出荷仲間と作物の生育状況や管理方法などについて情報交
換するようにもなりました」と、楽しみながらも、おいしいトマト
づくりに余念がないご様子です。
「毎日が忙しい」と話す雪子さんですが、仕事の合間には月２回の
大正琴教室に通われているほか、農閑期となる冬には文化刺繍など
を楽しまれている元気ハツラツの女性です。

消費者との“ふれあい”が楽しみ
道の駅にトマトを出荷
小枝　雪子さん（下吉）

第44回

平
成
16
年
８
月
１
日
〜

８
月
31
日
ま
で
届
出
分

▲家紋（米・籾殻で作成）と文化刺繍
の大作も雪子さんの作品

滞納になっている村税等の夜間
徴収を行います。村税や水道使用
料を滞納されているご家庭へ、村
税等関係担当課職員により訪問徴
収を行います。
■問い合わせ先
財務政策課 ２３─３１１４

１等１億5,000万円×22本・前後賞各2,500万円
抽選日：10月15日


